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Ⅰ－１ 地域移行の目的①
中学校在学者数及び運動部活動数

ｐ.１

（出典）【スポーツ庁 部活動の地域連携・地域移行のポスター】

約１２.３万部

約19.１人

約361万人 約356万人 約354万人
約341万人

約322万人 約323万人

約16.4人

約１１.６万部

運動部活動数

１運動部当たりの人数
中学校の在学者数



Ⅰ－１ 地域移行の目的②
市内中学校における休日の学校部活動の現状

ｐ.２

4月 5月 6月 7月 8月

指導従事者数 ２３８ ２２７ ２１９ ２２５ ２１０
顧問１人当たりの休日
の部活動指導時間 ２０.７ １８.２ １３.９ １６.０ １２.９

９月 １０月 １１月 １２月

指導従事者数 ２３３ ２２７ ２１３ ２２８
顧問１人当たりの休
日の部活動指導時間 ２０.２ １３.３ １４.０ １８.０ （時間）

（人）



〇体力や技能の向上 〇異年齢との交流 〇好ましい人間関係の構築

〇学習意欲の向上 〇責任感、 連帯感の涵養等

〇学校教育が目指す資質・能力の育成

地域の人々との連携等，工夫を行い、持続可能な運営体制の整備

Ⅰ－２ 学校部活動の目的

自主的で多様な学びの場、教育的意義

新たな地域クラブ活動は、学校と連携し、
学校部活動の教育的意義を継承

ｐ.３



Ⅰ－３ 学校部活動の変遷

国「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 （平成３０年３月策定）
県「三重県部活動ガイドライン」 （平成３０年３月策定）

鈴鹿市 「鈴鹿市運動部活動指針」 （平成２８年３月策定）

県 「三重県部活動ガイドライン」を改訂 （平成３１年３月）
（休日の練習時間の変更）

鈴鹿市 「鈴鹿市運動部活動指針」を改訂 （令和２年３月）

・活動時間 （平日）２時間以内 （休日）３時間以内

・休養日 （平日）１日 （休日）１日

鈴鹿市 「鈴鹿市運動部活動指針」を改訂 （平成３１年３月）
（休養日、練習時間の明記 等）

ｐ.４



Ⅰ－４ 本市の考え方

【経 緯】〇少子化の影響 〇教員の働き方改革
【考え方】〇平日→これまでどおり学校部活動

〇休日→段階的に地域クラブ活動

休日の学校部活動を
完全に地域移行

拠点型 学校単位型

A中学校 Ｂ中学校 C中学校

生徒 参加

拠点型活動（野球・陸上・吹奏楽等）
野球 陸上 吹奏楽 ・・・

指導

【形態】

ｐ.５

指導

学校部活動

地域人材各種団体 地域人材各種団体



無回答

分からない

希望しない

希望する

2

137

122

69

部活動地域移行後の指導希望調査

N=330

（１）調査日 令和４年１２月 （２）回答数 ３３０ （３）希望割合 ２０．９％

Ⅱ－１ 部活動地域移行後の指導希望調査ｐ.６

（２１％）

（37％）

（４２％）

（１％）



部活動／年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

柔道 １ １ １

ソフトテニス 0.17 １

卓球 ２ 2.23 ３

陸上競技 １

ハンドボール １ １

バドミントン １ 1 １

ソフトボール 1.14 １

野球 0.67 １

サッカー 0.77 １

バレーボール １ 1.85 ２
バスケットボール 0.17 １

吹奏楽 １ １ １

Ｒ５ 休日における部活動指導時間の削減状況部活動指導員の配置状況

Ⅱ－２ 部活動指導員の配置

削減時間 顧問数 １人当たり

4月 ８６ ２３ ３.７

５月 ５３ ２３ ２.３

6月 ４１ ２３ １.８

7月 １７６ ２７ ６.５

8月 １０５ ２７ ３.９

9月 ９４ ２７ ３.５

10月 １２３ ２７ ４.６

合計 ６７８ １７７ ３.８３

３.８３時間 削減

ｐ.７

２１０時間を１として換算



協議会委員

学識経験者

鈴鹿市スポーツ協会の代表者

鈴鹿市中学校校長会の代表者

鈴鹿市中学校体育連盟の代表者

三重県吹奏楽連盟中学校の部
における鈴鹿市の代表者

教職員の代表者

鈴鹿市ＰＴＡ連合会の代表者

地域産業団体の代表者

地域スポーツ・文化芸術団体の代表

第１回 令和５年７月２５日（火）

（１）学校部活動の地域移行の推進

（２）モデル事業

第２回 令和５年１２月４日（火）

（１）地域移行のモデル事業

（２）学校部活動の地域移行に係る周知

第３回 令和６年３月４日（月）

（１）次年度の取組

Ⅱ－３ 部活動地域移行に関する協議会ｐ.８



四日市市
めざす姿

〇令和８年度 休日の学校部活動を完全に地域へ移行
〇学校単位型（総合型地域スポーツクラブが運営）

→３中学校、１２部活動
〇拠点型活動（競技団体・芸術団体が運営）

→３種目（月１回程度）

〇令和６年度 休日の学校部活動を完全に地域へ移行
〇すべての休日で実施
〇各種目ごとで運営
〇部活動以外の種目も設定

焼津市
めざす姿

鈴鹿市
めざす姿

〇令和８年度 休日の学校部活動を完全に地域へ移行

〇令和６年度（８部活動） ７年度（１３部活動）モデル事業実施

市内全域（年６回程度）

Ⅱ－４ 先進地視察ｐ.９



①実施日
（第１回）令和５年１１月１１日（土）
（第２回）令和６年１月１３日（土）
②場 所
（株）ヨシザワテニスコート
鼓ヶ浦サン・スポーツランド
③指導者
ヨネックス株式会社
株式会社ヨシザワ
鈴鹿市ソフトテニス連盟
④参加人数
（第１回）７６名
（第２回）７７名

Ⅱ－５ モデル事業実施ｐ.１０



生徒用アンケート Ｎ＝１０４ （内訳） 初級者16名 中級者56名 上級者32名

69 33 2

１．技能の上達

72 30 1 1

２．楽しさを感じること

感じた

どちらかといえば感じた

どちらかといえば感じなかった

感じなかった

63 36 4 1

３．他校生と活動すること

67 30 5 2

４．満足度

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない

満足していない

Ⅲ－１ アンケート調査結果ｐ.１１



類型 課題の概要

送迎について
・実施回数の増加に伴う負担
・遠方への送迎による時間的な負担

費用について
・可能な限り低廉な価格設定
・経済的に困窮する家庭への支援

指導について
・練習内容及び生徒情報等の共有
・指導方法の統一化（指導者間、指導者・教員間）

成果の概要

専門的な指導体制の構築 生徒の上達実感度 肯定的回答９８．１％

他校生との交流 生徒の満足実感度 肯定的回答９３．３％

きめ細かな少人数指導

＜成果＞

Ⅲ－２ 成果と課題

＜課題＞

ｐ.１２



Ⅲ－３ 指導者の確保

① 三重県が管理運営する人材バンクの活用

② 三重県スポーツ協会及び鈴鹿市スポーツ協会が
管理運営する人材バンクの活用

③ 各競技協会、連盟等による情報提供（斡旋）

④ 競技・活動経験のある大学生、退職教員等の人材発掘

⑤ 地元企業、学校関係者等、地域人材の発掘

⑥ 現役教職員による兼職兼業

ｐ.１３



Ⅳ－１ 次年度以降の取組

平日は、今までどおり「学校部活動」を、休日は 新しい「地域クラブ活動」へ！

ｐ.１４

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

国

（
方
針

）

鈴
鹿
市

〇意見交換会
〇アンケート実施
〇部活動指導員の配置

〇部活動地域移行準備
　室設置
〇協議会設置
〇部活動指導員
〇庁内ワーキンググル
　ープ設置
〇モデル事業実施
　・ソフトテニス
　・柔道（合同部活動）

令和５年度
１部活動

〇部活動指導員増員
〇モデル事業拡大
（10月～3月月1回程度）
　・陸上競技
　・卓球
　・ハンドボール
　・バドミントン
　・剣道
　・ソフトボール
　・合唱
令和６年度
１＋７＝８部活動

〇部活動指導員増員
〇モデル事業拡大
（10月～3月月1回程度）
　・野球
　・サッカー
　・バレーボール
　・バスケットボール
　・吹奏楽

令和７年度
１＋７＋５＝１３部活動

〇部活動指導員増員
〇地域移行全面実施

令和8年度～

・実践研究の実施
・人材バンクの整備
・説明会等の開催
・ガイドライン改訂

・実践研究の実施

・進捗状況の把握

・令和６年度からの施

策に反映

・進捗状況の検証

・段階的な地域移行の推進

・令和８年度からの施策に反映
・ガイドラインの見直し

・更なる支援方策の検討

改革推進期間（令和５年～令和７年度の３年間）

〈 学校部活動 〉 〈 学校部活動 〉 ＋ 〈 地域クラブ活動 〉 〈 休日の地域クラブ活動〉



Ⅳ－２ 今後想定される課題

項目 概要

運営主体

〇 市内一括管理→膨大な事務作業量

〇 種目別管理→協力者のなり手不足懸念

〇 外部委託→財政負担

活動数
〇 参加生徒数把握→モデル事業において検証

〇 送迎負担軽減→実施場所検討

活動種目
〇 指導者確保

〇 新設基準設定（希望者数、施設、設備等）

ｐ.１５



現行 平日 休日

活動時間 ２時間以内 ３時間以内

休養日 １日 １日

指導者 部活動顧問、部活動指導員、外部指導者（ボランティア）

活動範囲 学校部活動（学校教育活動内）

地域移行後 平日 休日

活動時間 ２時間以内 ３時間以内

休養日 １日 １日

指導者
部活動顧問、部活動指導員、

外部指導者（ボランティア）

地域クラブ活動指導員

（教職員の兼職兼業含む）

活動範囲
学校部活動

（学校教育活動内）

地域クラブ活動

（学校教育活動外）

Ⅳ－３ 学校部活動と地域クラブ活動ｐ.１６



Ⅳ－４ 令和８年度以降の方向性

【生徒】 少子化の影響を受けることなく、スポーツ・文化芸術活動の場の提供
専門的な指導を受けることが可能

【教員】 休日の時間外勤務時間の削減
指導・競技経験のない部活動顧問の負担軽減

令和５年度 学校部活動

令和８年度
休日の学校部活動の地域移行

多忙
指導が不安

人数が足りない

やりたい部活動
がない

（地域の受け皿）

ｐ.１７

（地域の受け皿）

（余暇の充実）



Ⅳ－５ 子どもたちのための地域移行に向けて

現役で試合に
出ている方に
教えてもら
い、わかりや
すかった。

普段と違うコーチ
に教えてもらうこと
で、新たな発見が
あってよかった。

他の学校の選
手との交流も
でき、とても楽
しかった。

たくさんの人から
いろいろな目線
でアドバイスをも
らえてよかった。

クセを直せたこ
とが良かった。
今後も続けて
ほしい。

ｐ.１８


